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（訂正・数値データ訂正）「平成 28年 3月期 第 3四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」 

の一部訂正について 

 

平成 28 年 2 月 8 日に開示いたしました表記開示資料につき訂正がありましたのでお知らせい

たします。また、数値データにも訂正がありましたので訂正後の数値データも併せて送信いたし

ます。 

 

記 

 

１．訂正の理由 

   訂正の理由につきましては、本日公表の「有価証券報告書等の訂正報告書の提出及び過年

度決算短信等の訂正に関するお知らせ」にて開示しておりますのでご参照ください。 

 

２．訂正箇所 

訂正箇所は   線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、

訂正箇所を含め訂正後のみ全文を記載しております。 

 

以 上 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における海外経済は、一部に弱さがみられるものの全体としては緩やかな景気回復が

続きました。中国を始めアジア新興国に景気減速がみられましたが、米国では雇用・所得環境の改善を背景に、堅

調な個人消費を中心とする景気拡大が継続しました。欧州では輸出が減速したものの、堅調な個人消費が寄与し緩

やかな景気回復が続きました。一方、わが国経済は、一部に弱い動きがあるものの、企業収益や雇用・所得環境の

改善などを背景に、緩やかな回復基調で推移しました。 

このような状況のもと、当社グループにおきましては、昨年５月に策定した平成29年度までの３ヵ年の新中期経

営計画（JGP2017）に沿って、顧客のバリューチェーンの要衝においてトップシェアを目指す「グローバル＆ニッ

チトップ企業グループへの飛躍」を目標に、①現有事業の収益力拡大、②新製品・新規事業の育成・早期戦力化、

③グループ経営の強化とアライアンスの推進を基本方針とした事業活動を推進しております。 

当社グループにおける当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は、産業機械事業が増加したも

のの、素形材・エネルギー事業が減少したことにより、1,528億52百万円（前年同期比1.8％減）となりました。売

上高は、素形材・エネルギー事業及び産業機械事業がともに増加したことにより、1,554億83百万円（前年同期比

9.5％増）となりました。損益面では、営業利益は95億98百万円（前年同期比59.1％増）、経常利益は100億25百万

円（前年同期比30.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は58億21百万円（前年同期は親会社株主に帰属す

る四半期純損失56億20百万円）となりました。 

 

主要なセグメント別の業績は次のとおりであります。 

 

（素形材・エネルギー事業） 

受注高は、前年同期に大型案件の受注があったクラッド鋼管が反動減となったほか、電力・原子力製品が減少し

たことなどから、292億70百万円（前年同期比54.5％減）となりました。 

売上高は、電力・原子力製品及び風力発電機器が減少したものの、上記クラッド鋼管が増加したことなどから、

573億67百万円（前年同期比10.1％増）となりました。 

営業利益は、クラッド鋼管の売上増加とコスト改善及び原油安をはじめとする原材料費の低下などから、６億91

百万円（前年同期は営業損失24億82百万円）となりました。 

 

（産業機械事業） 

受注高は、レーザーアニール装置が大きく増加したことに加え、樹脂製造・加工機械、圧縮機及び成形機の受注

が好調に推移したことにより、1,222億16百万円（前年同期比35.7％増）となりました。 

売上高は、樹脂製造・加工機械及び成形機の売上が増加したことから、963億74百万円（前年同期比9.0％増）と

なりました。 

営業利益は、売上の増加に伴い、85億85百万円（前年同期比0.2％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末比42億66百万円減少し、3,154億１百万円と

なりました。これは主に、有形固定資産及び投資その他の資産などの固定資産が減少したためであります。 

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末比43億61百万円減少し、1,770億71百万円とな

りました。これは主に、前受金などの流動負債が減少したためであります。 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末比94百万円増加し、1,383億29百万円となり

ました。これは主に、その他有価証券評価差額金が減少したものの、利益剰余金が増加したためであります。この

結果、自己資本比率は43.2％（前連結会計年度末は42.7％)となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間における実績を踏まえ、平成27年11月２日に公表いた

しました平成28年３月期の通期連結業績予想を修正しております。 

詳細につきましては、本日（平成28年２月８日）別途公表の「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご

覧ください。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）及び「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として

計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主

持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期

連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）及び連結会計基準第44－５項

（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用し

ております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。また、当第３四半期連結会計期間末の資本剰余金に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 49,176 54,311 

受取手形及び売掛金 56,678 45,410 

商品及び製品 2,103 3,035 

仕掛品 60,988 67,605 

原材料及び貯蔵品 5,234 6,397 

その他 16,952 14,742 

貸倒引当金 △157 △213 

流動資産合計 190,976 191,289 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 45,086 43,128 

機械装置及び運搬具（純額） 21,852 20,762 

その他（純額） 15,038 15,858 

有形固定資産合計 81,978 79,749 

無形固定資産    

のれん 0 944 

その他 710 777 

無形固定資産合計 710 1,722 

投資その他の資産    

投資有価証券 39,131 36,064 

その他 7,459 7,153 

貸倒引当金 △588 △578 

投資その他の資産合計 46,002 42,640 

固定資産合計 128,691 124,111 

資産合計 319,667 315,401 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 42,418 51,552 

短期借入金 12,255 13,459 

1年内償還予定の社債 10,000 - 

前受金 34,697 20,232 

風力事業損失引当金 13,203 10,005 

その他の引当金 3,556 2,046 

その他 29,388 15,314 

流動負債合計 145,520 112,610 

固定負債    

長期借入金 6,227 36,190 

引当金 109 102 

退職給付に係る負債 10,857 10,723 

資産除去債務 1,295 1,308 

その他 17,423 16,134 

固定負債合計 35,912 64,460 

負債合計 181,432 177,071 

 

- 4 -

(株)日本製鋼所（5631） 平成28年3月期 第3四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 19,694 19,694 

資本剰余金 5,425 5,425 

利益剰余金 103,330 107,498 

自己株式 △731 △3,670 

株主資本合計 127,718 128,947 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 9,195 7,633 

繰延ヘッジ損益 △194 △204 

為替換算調整勘定 239 △25 

退職給付に係る調整累計額 △399 △202 

その他の包括利益累計額合計 8,839 7,199 

非支配株主持分 1,676 2,182 

純資産合計 138,234 138,329 

負債純資産合計 319,667 315,401 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 141,975 155,483 

売上原価 115,276 124,380 

売上総利益 26,698 31,103 

販売費及び一般管理費 20,665 21,504 

営業利益 6,033 9,598 

営業外収益    

受取利息 49 64 

受取配当金 657 692 

雑収入 1,508 478 

営業外収益合計 2,216 1,235 

営業外費用    

支払利息 198 263 

持分法による投資損失 1 1 

雑損失 369 543 

営業外費用合計 570 808 

経常利益 7,679 10,025 

特別利益    

固定資産売却益 4 34 

投資有価証券売却益 - 126 

負ののれん発生益 218 - 

その他 - 0 

特別利益合計 223 161 

特別損失    

固定資産除却損 87 641 

投資有価証券売却損 - 72 

関係会社株式評価損 55 - 

関係会社事業損失引当金繰入額 21 - 

風力事業損失引当金繰入額 15,967 - 

その他 3 38 

特別損失合計 16,135 751 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△8,233 9,435 

法人税、住民税及び事業税 1,774 1,953 

法人税等調整額 △4,525 1,506 

法人税等合計 △2,751 3,459 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △5,481 5,975 

非支配株主に帰属する四半期純利益 138 153 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△5,620 5,821 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △5,481 5,975 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 3,574 △1,562 

繰延ヘッジ損益 △226 △10 

為替換算調整勘定 99 △321 

退職給付に係る調整額 272 199 

その他の包括利益合計 3,719 △1,694 

四半期包括利益 △1,762 4,281 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,909 4,181 

非支配株主に係る四半期包括利益 147 99 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成27年５月26日開催の取締役会決議に基づき、自己株式5,173,000株の取得を行いました。この結果、

当第３四半期連結累計期間において自己株式が2,938百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式

が3,670百万円となっております。

 

（セグメント情報等）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）        （単位：百万円）

  報告セグメント  

調整額

（注）

四半期連結

損益計算書

計上額 
素形材・

エネルギー事業

 

産業機械事業

不動産

その他事業

 

計

売上高            

（１）外部顧客への売上高 52,081 88,394 1,498 141,975 － 141,975

（２）セグメント間の内部売上高

   又は振替高
4,309 979 2,505 7,794 (7,794) －

計 56,390 89,374 4,004 149,769 (7,794) 141,975

セグメント利益（営業利益）又は

セグメント損失（△）（営業損失）
△2,482 8,571 724 6,812 (779) 6,033

（注）セグメント利益の調整額△779百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用及びセグメント間取引

にかかる棚卸資産の調整額等が含まれております。 

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）        （単位：百万円）

  報告セグメント  

調整額

（注）

四半期連結

損益計算書

計上額 
素形材・

エネルギー事業

 

産業機械事業

不動産

その他事業

 

計

売上高            

（１）外部顧客への売上高 57,367 96,374 1,741 155,483 － 155,483

（２）セグメント間の内部売上高

   又は振替高
3,115 1,579 2,423 7,118 (7,118) －

計 60,482 97,954 4,165 162,602 (7,118) 155,483

セグメント利益（営業利益） 691 8,585 734 10,011 (412) 9,598 

（注）セグメント利益の調整額△412百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用及びセグメント間取引

にかかる棚卸資産の調整額等が含まれております。
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４．補足情報

受注高、売上高及び受注残高の状況

（１）受注高

（単位：百万円）

セグメント区分
前第３四半期連結累計期間

（平成26年４月１日～平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（平成27年４月１日～平成27年12月31日）

素形材・エネルギー事業 64,386 29,270

産 業 機 械 事 業 90,088 122,216

不 動 産 そ の 他 事 業 1,126 1,365

合     計 155,602 152,852

 

（２）売上高

（単位：百万円）

セグメント区分
前第３四半期連結累計期間

（平成26年４月１日～平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（平成27年４月１日～平成27年12月31日）

素形材・エネルギー事業 52,081 57,367

産 業 機 械 事 業 88,394 96,374

不 動 産 そ の 他 事 業 1,498 1.741

合     計 141,975 155,483

 

（３）受注残高

（単位：百万円）

セグメント区分
前第３四半期連結累計期間

（平成26年４月１日～平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（平成27年４月１日～平成27年12月31日）

素形材・エネルギー事業 114,712 76,513

産 業 機 械 事 業 98,259 131,432

不 動 産 そ の 他 事 業 375 375

合     計 213,348 208,321
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